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舟形町のうごき

町制施行70周年記念  地域映画

舟形町は今年、町制施行70周年を迎えます。

発掘！ふながたのお宝
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地域おこし協力隊コラム「舟形見聞録」

新刊書の紹介、舟形文芸ひろば

二十四節気  舟形の暮らし、舟形まんぷく物語、カメラアングル
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　１月９日、舟形小学校で新春書
初め会が行われました。児童たち
は、「友だち」や「将来の夢」など
の字に、一筆ひとふで気持ちを込
めて書いていました。

表紙の紹介

　
干
支
は
「
十
干
」
と
「
十
二
支
」
の
組
み

合
わ
せ
か
ら
な
り
、
60
年
で
一
巡
し
ま
す
。

今
年
の
十
干
は
「
甲
」、
十
二
支
は
「
辰
」

の
た
め
、
今
年
の
干
支
は
「
甲
辰
」
と
な
り
、

十
干
十
二
支
で
は
41
番
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　
一
巡
前
の
「
甲
辰
」
に
あ
た
る
１
９
６
４

年
の
日
本
で
は
、
経
済
成
長
を
象
徴
す
る
よ

う
に
ア
ジ
ア
で
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

舟
形
町
で
は
、
衛
生
組
合
連
合
会
が
発
足
、

町
内
で
は
初
と
な
る
信
号
機
が
舟
形
町
役
場

前
十
字
路
に
設
置
さ
れ
る
な
ど
の
で
き
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
甲
」
は
十
干
の
１
番
目
で
物
事
の
始
ま

り
、
芽
吹
き
、
成
長
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ

う
で
す
。

　
「
辰
」
は
龍
（
竜
）
の
こ
と
で
あ
り
、
十

二
支
の
中
で
は
唯
一
の
空
想
上
の
生
き
物
で

す
。
活
気
や
繁
栄
、
権
力
な
ど
の
意
味
が
あ

る
そ
う
で
す
。

　
60
年
に
一
度
の
「
甲
辰
」
の
今
年
は
、
も

の
ご
と
が
動
き
出
し
、
活
気
あ
ふ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
一
年
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
は
「 

甲
辰 

」
で
す

き
の
え
た
つ

じ
っ
か
ん

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

令
和
６
年

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
早
々
、
能
登
半
島
地
震
で
被
害
を
受

け
ら
れ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
悔
や
み
と

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
５
月
か
ら

は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類

感
染
症
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
徐
々
に
コ
ロ
ナ

禍
前
に
戻
っ
て
き
て
お
り
、
ふ
な
が
た
若
鮎

ま
つ
り
も
４
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
コ
ロ
ナ
前

よ
り
多
い
２
万
２
千
人
の
来
場
者
が
あ
り
、

多
く
の
人
が
若
鮎
ま
つ
り
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
の

影
響
な
ど
に
よ
り
、
電
力
・
ガ
ス
を
は
じ
め

と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
食
料
品
価
格
な

ど
の
物
価
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

町
民
一
人
当
た
り
１
万
円
の
商
品
券
の
配
布

や
農
業
用
揚
水
ポ
ン
プ
の
電
気
料
金
へ
の
補

助
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
の
一
世

帯
当
た
り
３
万
円
の
給
付
な
ど
を
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
も
引
き
続
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品

等
の
物
価
高
騰
の
影
響
に
対
す
る
支
援
に
力

を
入
れ
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
舟
形
町
と
東
京
都
港
区
と
の
交
流

が
始
ま
っ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
50
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
８
月
に

「
災
害
時
相
互
協
力
協
定
」
を
締
結
し
、
10

月
に
は
桜
の
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
災
害
時
の
相
互
協
力
は
も
と
よ
り
、

さ
ら
な
る
港
区
と
の
交
流
発
展
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
４
月
に
は
農
業
系
の
専
門
職
大
学

と
し
て
は
全
国
で
２
例
目
と
な
る
東
北
農
林

専
門
職
大
学
が
開
校
い
た
し
ま
す
。
町
で
は
、

農
業
の
振
興
と
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
の
た

め
に
専
門
職
大
学
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
、
教
職
員
用
と
学
生
用
の
ア
パ

ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
１
棟
ず
つ
建
設
し
た
と
こ

ろ
、
定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
は
舟
形
町
が
昭
和
29
年
に
旧

舟
形
村
と
旧
堀
内
村
が
合
併
し
て
か
ら
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
70
周
年
を
記
念
し
て

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の
方
々
か
ら
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
昭
和
時
代
の
８
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
な
ど
を
活
用
し
て
地
域
映
画
を
製
作
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
や
中
学
生
な
ど
幅

広
い
世
代
の
み
な
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
な

が
ら
取
組
ん
で
お
り
、
完
成
し
た
映
画
を
ご

披
露
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

　
現
在
取
組
ん
で
い
る
「
第
７
次
舟
形
町
総

合
発
展
計
画
」
は
５
年
目
と
な
り
、
折
り
返

し
の
年
で
す
。
町
民
の
誰
も
が
幸
せ
を
実
感

で
き
る
よ
う
、
計
画
で
目
指
し
て
い
る
将
来

像
「
住
ん
で
い
る
人
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

『
わ
く
わ
く
未
来
ふ
な
が
た
』
」
の
実
現
に

向
け
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
の
新
た
な
年
が
皆
様
に
と
っ

て
よ
り
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
　

舟
形
町
長

　
　森 

　富  

広

御柴灯（木友町内会） 初詣（猿羽根山地蔵尊） 舟形町消防出初め式（中央公民館）
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●出生 16人
　（前年 20人）

●消防団員 332人（前年 346人）
●予備消防団員 115人（R5～）

●世帯 2.61人／世帯
　（前年 2.65人／世帯）

●死亡 119人
　（前年 129人）

●婚姻 7組
　（前年 7組）

●65歳以上人口
2,078人（43.55％）
（前年2,088人（42.71％））

●町の歳出（一般会計）
57億4,200万円

（前年 59億2,117万円）

●小学校児童数 192人（前年194人）
●中学校生徒数 109人（前年119人）

●転入   95人（前年89人）
●転出 109人（前年110人）

●交通事故件数４件（前年4件）
（死亡 0人：負傷 6人）
※東北中央自動車道での事故は含まず

●農家戸数
589戸（前年594戸）
（農業共済細目書より）

●火災 ０件
　（前年 ３件）

●経営耕地面積
1,666.4ha（前年1,752.1ha）

（農家台帳より）

●水洗化率 88.4％
（前年 88.1％）

●町の歳入（一般会計）
60億2,159万円

（前年 61億8,288万円）

●工業総出荷額
35億1,619万円

（令和2年１.1～12.31末現在）

●水道普及率 99.6％
（前年 99.6％）

●救急車出動回数 176件
（前年 143件）

●舟形若あゆ温泉利用者数
130,126人

（前年100,928人）

舟形町のうごき
令和
5年の

（令和５年１２月３１日現在）

●人　口
　4,771人　（前年4,888人）
●世帯数
　1,827世帯（前年1,846世帯）

●ふるさと納税額
6億4,674万円

地
域
映
画

３
月
、

上
映
決
定
！

上
映
会
を
行
い
ま
す

３
月
17
日（
日
）
　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
20
日（
水
・
祝
）
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
23
日（
土
）、
24
日（
日
）
　
中
央
公
民
館

い
ず
れ
も
午
前
10
時（
開
場
）か
ら
正
午
ま
で
の
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整係  ☎（３２）０１０４

見
ど
こ
ろ
①

昭
和
の
舟
形
町
の
貴
重
な
映
像

　
　
　 

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

  

見
ど
こ
ろ
②

中
学
生
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と

郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
昔
の
舟
形
町
の
話

見
ど
こ
ろ
③

地
域
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

 

「
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　
本
町
が
今
年
迎
え
る
町
制
施
行
70
周
年

を
記
念
し
、
多
世
代
の
町
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
「
地
域
映
画
」
を
製
作
し
ま
し

た
。

　
映
画
の
内
容
は
、
町
内
で
撮
影
さ
れ
た

貴
重
な
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
映
像
や
、
舟

形
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
町
の
昔
を
知
る

方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
他
、「
未
来
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
世
代
を
超
え
て
共
感
で
き
る
映
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
製
作
は
Ｙ
Ｂ
Ｃ
と
協
力
し
て
進
め
ら
れ
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
も
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
町
制
施
行
70
周
年
を
お
祝
い
す
る
と
と

も
に
、
町
の
70
年
の
歴
史
を
彩
る
と
っ
て

お
き
の
作
品
を
、
み
な
さ
ん
で
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

×

町
制
施
行

　

 

周
年
記
念

70
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日本一のおいしい給食食育推進事業

平成27年（2015）
５月　舟形町議会基本条例施行
６月　新庄最上定住自立圏形成協定締結
９月　ふながた若鮎まつり、直前の豪雨の被害を受けるも復旧し開催
10月　舟形町人口ビジョン・総合戦略策定
12月　旧堀内小学校解体工事完了
平成28年（2016）
２月　平成27年分ふるさと納税での米の返礼品の量が全国で最多と
　　　報じられる
４月　障がい者支援施設「光生園」が舟形第４地内に移転
平成29年（2017）
４月　長沢集学校オープン
　　　日本一のおいしい給食食育推進事業開始
８月　西ノ前遺跡公園「女神の郷」開園
平成30年（2018）
２月　堀内地区で積雪深300cmを越える豪雪
　　　舟形若あゆ温泉リニューアルオープン
４月　町営バスが廃止され､デマンド型乗合タクシーが全町に運行開始
８月　第１回鮎釣り甲子園大会開催
　　　豪雨災害、最多で444名が避難所に避難
平成31年～令和元年（2019）
４月　舟形クリニック開院
　　　各町内会で町内会びじょん策定
令和２年（2020）
２月　舟形町国土強靭化地域計画策定（山形県内で初の計画策定）
３月　新型コロナウイルス感染症対策本部設置
４月　第７次総合発展計画に基づく町政が開始
　　　各地区（旧小学校区）で地区びじょん策定
７月　令和２年７月豪雨により最上川が氾濫
令和３年（2021）
３月　舟形町防災センター完成
　　　舟形町福祉避難所「てとて」完成
　　　舟形町デジタル化推進計画策定
５月　新型コロナウイルスワクチン集団接種開始
令和４年（2022）
１月　舟形町農業ビジョン策定
３月　太郎野地区避難用道路完成
６月　リニューアルした舟形町公式ホームページが「総務大臣賞」と
　　　｢読売新聞社賞」を受賞
９月　新しい生活様式に対応した､ 食の祭典ふながた若鮎まつり開催
令和５年（2023）
６月　寺下地区排水対策完成
８月　港区と交流50周年、災害時相互協力協定を締結

西ノ前遺跡公園「女神の郷｣

令和２年７月豪雨（堀内地区）

福祉避難所「てとて｣

寺下地区排水対策 最上小国川（一の関大橋より）

町制60周年以降の主な町のあゆみ

※町制施行からの主な歴史は、お知らせ版｢舟形町のあゆみ｣で連載しています。

▼問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整係  ☎（３２）０１０４

町
制
施
行

　
　

  

周
年 

を
迎
え
ま
す
。

昭
和
29
年
12
月
１
日
、舟
形
村
と
堀
内
村
が
合
併
し
、舟
形
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

70
　
舟
形
町
の
町
制
施
行
70
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
舟
形
町
の
誕

生
に
つ
い
て
、
少
し
振
り
返
っ
て

み
ま
す
。

　
舟
形
町
は
明
治
23
年
か
ら
64
年

間
、
立
地
条
件
の
違
い
な
ど
の
理

由
か
ら
、
舟
形
村
と
堀
内
村
に
わ

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
28
年
10
月
、
行
政
効
率
を

高
め
、
住
民
の
福
利
を
図
る
た
め

に
は
、
町
村
の
規
模
は
８
，０
０

０
人
以
上
で
あ
る
こ
と
が
理
想
的

で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
町
村

合
併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
山
形
県
で
も
基
本

計
画
を
策
定
し
、
舟
形
村
、
堀
内

村
の
両
村
で
も
合
併
に
向
け
た
検

討
が
進
め
ら
れ
、
翌
昭
和
29
年
に

合
併
し
、
舟
形
町
が
誕
生
し
ま
す
。

な
お
、
合
併
時
の
町
内
の
世
帯
数

は
１
，９
９
０
戸
、
人
口
１
１
，８

４
４
人
と
、
町
報
舟
形
「
創
刊
号
」

に
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　
誕
生
当
時
の
舟
形
町
は
、
近
代

産
業
の
基
幹
と
な
る
石
油
、
亜
炭

を
保
有
す
る
町
と
し
て
、
山
形
県

か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
10
年
間
、
舟
形
町
で
は
特

に
町
民
の
み
な
さ
ん
が
安
全
で
安

心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
ま
ち
づ
く

り
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
近
年

の
激
甚
化
す
る
災
害
や
、
世
界
中

で
ま
ん
延
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
策
な
ど
の
困
難
な
課

題
に
対
し
町
ぐ
る
み
で
取
組
み
、

一
つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。
町
防
災
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
避

難
所
「
て
と
て
」
の
建
設
と
い
っ

た
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
に
加
え
、

舟
形
町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

策
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
愛
郷
心
を
育
む
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
日
本
一
の
お
い
し
い

給
食
食
育
推
進
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
町
内
産

の
農
産
物
な
ど
を
生
か
し
た
給
食

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
町
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
舟

形
町
。
こ
れ
か
ら
も
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

２
つ
の
村
が
合
併

10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

　舟形の「舟」を図案

化したもので、町の融

和と平和を意味し、輪

郭は、ダイヤを型どり

地下資源と合わせて町

の繁栄を象徴したもの

です。 町　章

舟
形
町
は
今
年
、

合併前の堀内村役場（右は郵便局） 合併前の舟形村役場
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写真中央が斎藤さん。
代々受け継がれてきた
道具と｢長持ち｣。

幅神楽保存会（平成７年ごろ）
伊藤準悦さんと斎藤　一さん

　幅
太
々
神
楽
は
、
長
沢
地
区
幅

に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
す
。
１
５

０
年
以
上
の
伝
統
が
あ
り
、
五
穀

豊
穣
、
家
内
安
全
な
ど
を
願
い
奉

納
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　生
き
た
獅
子
が
動
き
回
る
よ
う

な
、
前
か
ぶ
り
と
後
ろ
か
ぶ
り
の

息
の
合
っ
た
二
人
踊
り
、
邪
を
祓

い
、
福
を
呼
び
込
む
一
人
踊
り
が

あ
り
、
躍
動
感
あ
る
長
獅
子
は
観

客
の
視
線
を
釘
付
け
に
し
ま
す
。

　神
楽
と
は
、
神
前
や
、
ま
わ
っ

た
家
々
で
祓
い
や
祈
祷
な
ど
を
行

う
神
事
で
、
特
に
獅
子
が
頭
を
噛

む
よ
う
な
厄
払
い
が
印
象
的
で
す
。

　幅
神
楽
保
存
会
に
う
か
が
っ
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
幅
太
々
神
楽

の
起
源
は
今
か
ら
遡
る
こ
と
約
１

５
０
年
前
、
当
時
の
若
者
た
ち
が

博
打
な
ど
に
興
じ
る
日
々
を
過
ご

す
た
め
、
地
域
の
方
々
が
心
配
し
、

若
者
た
ち
が
何
か
他
の
も
の
に
夢

中
に
な
れ
る
よ
う
、
幅
地
内
で
神

楽
を
奉
納
し
て
い
た
丸
一
神
楽

（
大
石
田
町
）
の
一
座
に
願
い
、

教
え
て
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
幅
太
々
神
楽
は
丸
一

神
楽
と
同
じ
構
成
だ
そ
う
で
す
。

　元
々
は
１５
歳
〜
２０
代
の
２０
人
程

で
旧
正
月
の
２
、
３
日
に
野
、
幅
、

長
尾
、
休
場
（
新
庄
市
）
な
ど
の

家
々
や
、
神
社
に
奉
納
し
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
長
獅
子
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
に
続
く
道
化
舞
、
お
か

め
、
鳥
刺
し
、
阿
呆
舞
、
和
唐
内
、

座
頭
舞
の
「
七
つ
芸
」
が
あ
っ
た

他
、
三
味
線
、
太
鼓
、
笛
、
鐘
を

奏
で
る
下
座
取
り
が
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
芸
能
を
受
け
継
ぎ
、
次

代
へ
と
繋
い
で
き
た
の
が
大
夫
と

呼
ば
れ
る
家
系
で
し
た
。

　昭
和
１７
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
担

い
手
た
ち
は
太
平
洋
戦
争
へ
召
集

さ
れ
、
幅
太
々
神
楽
は
一
時
中
断

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
昭
和
３０
年

ご
ろ
に
は
、
斎
藤

　一
さ
ん
な
ど

の
働
き
か
け
に
よ
り
復
活
さ
れ
、

幅
太
々
神
楽
が
上
長
沢
地
内
や
熊

野
神
社
、
猿
羽
根
山
ト
ン
ネ
ル
の

起
工
式
な
ど
で
披
露
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
時
代
は
高
度
経

済
成
長
期
へ
と
移
り
変
わ
り
、
芸

の
担
い
手
た
ち
は
出
稼
ぎ
に
出
た

り
、
会
社
に
勤
め
た
り
、
次
第
に

集
ま
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　再
開
を
喜
ば
れ
た
幅
太
々
神
楽

で
し
た
が
、
わ
ず
か
数
年
で
解
散

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幅
太
々
神
楽
の

   

始
ま
り
、始
ま
り
〜

ふ
な
が
た
の
「
お
宝
」。

舟
形
町
の
も
の
、
人
、
場
所
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
し
ま
す
。
第
９
弾
は
「
幅
神
楽
保
存
会
」
で
す
。

令
和
に
舞
う
、幅
太
々
神
楽

七つ芸（現在は長獅子のみ継承）

「米」の字を描くように舞う

「静」と「動」の舞い

幅太々神楽の特徴

　約
３０
年
間
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
幅

太
々
神
楽
で
し
た
が
、
斎
藤

　一
さ
ん

や
伊
藤
太
一
さ
ん
ら
は
、
昭
和
６３
年
、

長
沢
小
学
校
新
校
舎
落
成
式
で
の
披
露

に
備
え
る
と
と
も
に
、
幅
太
々
神
楽
の

継
承
を
目
的
と
し
た
「
幅
神
楽
保
存

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
七
つ
芸
の

内
、
斎
藤
さ
ん
が
担
っ
て
い
た
長
獅
子

以
外
の
芸
は
、
残
念
な
が
ら
継
承
さ
れ

ず
現
在
に
至
り
ま
す
。
ま
た
、
幅
太
々

神
楽
で
は
音
楽
を
奏
で
る
下
座
取
り
が

い
な
い
た
め
、
現
在
、
奉
納
に
使
用
し

て
い
る
音
源
は
、
平
成
６
年
に
丸
一
神

楽
に
奏
で
ら
れ
た
も
の
を
、
猿
羽
根
山

体
験
実
習
館
で
録
音
し
た
も
の
だ
そ
う

で
す
。

　現
在
、
幅
神
楽
保
存
会
は
主
に
上
長

沢
地
内
の
５
年
生
以
上
の
男
子
児
童
を

対
象
に
長
獅
子
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

会
長
の
伊
藤
準
悦
さ
ん
に
は
、
人
々
に

愛
さ
れ
て
き
た
伝
統
の
あ
る
幅
太
々
神

楽
を
誇
り
に
し
、
子
ど
も
た
ち
に
成
長

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。

幅
神
楽
保
存
会
が
設
立幅神楽保存会

会長  伊藤準悦さん（幅）

太
平
洋
戦
争
へ
の
召
集
と

高
度
経
済
成
長
期
の
出
稼
ぎ

― 幅太々神楽を伝承する際

に大切にしていることは？

　子どもの数が減っており、

後継者の確保が難しいです。

舞いを教えるときは、同じこ

とを幾度となくやり直しをさ

せられることに耐えられるか、

不安にもなりますが、少しず

つ上手になる子どもたちの姿

に元気づけられております。

人々が幸せになれるよう、気

持ちを込めて舞うことを指導

しています。

―  伝統芸能とは？

　幅太々神楽も含め伝統芸能は、途切れることなく人

から人に伝えられなければなりません。教わる側も、

優れた感性と記憶力がなければ、後世に伝わりません。

これまで繋いできた先人たちには、尊敬の念を抱いて

います。

伊藤　太一さん（幅） （幅）

幅
太
々
神
楽「
七
つ
芸
」

― 地域の方にとって幅太

々神楽とは？

　テレビなどもない時代で、

みんなとても楽しみにして

いました。昭和３０年ごろ

と６３年の２度の再開時は、

待ちに待った幅神楽と言わ

れ、喜ばれたものです。

― どのように舞いを身に

付けましたか？

　当時の大夫から１ヵ月く

らい、毎日習いました。大

夫は厳しかったけれど、み

んな練習を楽しみにしてい

ましたよ。

―  どのような思いで長獅子の舞いを？

　華やかな舞台に立つことができますし、何より観客

のみなさんを幸せにできたことがうれしかったです。

斎藤　　一さん

＜幅太々神楽の公演について＞
― 幅太々神楽は楽しい？

（伊藤さん）楽しい。やっ

てみると足の筋力を使い、

足が痛くなることがよくあ

りますが、上手にできるよ

うになるとうれしいです。

― 未来の幅太々神楽は？

（伊藤さん）今は小学生が

２人だけど、覚える子が増

えるとよい。みんなを幸せ

にできる芸能をずっと続け

ていきたいです。

― 大変なところは？

（阿部さん）忠実に再現することと、腰をおとして演

じることです。

伊藤  大悟さん（幅）、 阿部  陸稔さん（幅）
　ふながた若鮎まつり、芸能フェスティバル、最上

地区民俗芸能フェスティバルなどで公演しています。

　歴史ある幅太々神楽をぜひご覧ください。

▼問い合わせ／

　舟形町教育課社会教育係　☎（３２）２２４６

　※幅神楽保存会の活動について

は
ら

た
い
ゆ
う

く
ぎ

は
ば
だ
い
だ
い
か
ぐ
ら

し

　し
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舟形町ではホームページを開設しています。

なかでも「Ｏｈ！ Ｎｅw  Ｎｅw  Ｎｅws」は新鮮な情報が満載。

▼舟形町ＨＰ  https://www.town.funagata.yamagata.jp

高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り

事
業
「
お
出
か
け
す
っ
ぺ
」

　
１
月
１
日
、
町
内
各
地
の
社

寺
な
ど
に
多
く
の
方
が
参
拝
し
、

今
年
一
年
の
幸
せ
を
祈
願
し
て

い
ま
し
た
。

元
日
に

初
詣
で
に
ぎ
わ
う

　
１
月
中
旬
、
各
地
区
で
行
わ

れ
た
御
柴
灯
で
、
無
病
息
災
、

五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

御
柴
灯
で

無
病
息
災
を
祈
る

　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
署
・
南
支
署
に
新
し
い

救
急
車
が
納
車
さ
れ
、
地
域
の

救
急
業
務
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

県
知
事
よ
り

山
形
県
県
土
づ
く
り
感
謝
状

　
12
月
13
日
、
も
が
み
南
部
商

工
会
舟
形
支
部
（
支
部
長
　

八
鍬
雅
章
さ
ん
）
か
ら
要
望
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

も
が
み
南
部
商
工
会

地
域
の
活
性
化
に
向
け
て

　
１
月
７
日
、
舟
形
町
消
防
安

全
祈
願
祭
・
出
初
め
式
が
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、
団
員
な
ど

約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

火
災
・
災
害
の
な
い
平
穏
な

１
年
を
祈
願

南
支
署
に
新
し
い
救
急
車

を
導
入

た
。
関
節
の
可
動
域
の
拡
大
や
筋
力
の

維
持
向
上
が
期
待
で
き
る
よ
う
で
、
姿

勢
の
状
態
の
確
認
を
受
け
な
が
ら
、
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
の
上
に
座
り
、
タ
オ
ル
を
使

っ
て
肩
や
体
幹
を
伸
ば
す
な
ど
の
運
動

を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
参
加
者
同
士
で
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
、
温
泉
に
入
っ
た
り
、
昼

食
を
食
べ
た
り
、
産
直
「
ま
ん
さ
く
」

や
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ニ
コ
ッ
ト
舟
形
店
で
買
い
物

も
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
体
を
動
か
し
、
温
泉
に
入
り
気
分
が

晴
れ
や
か
に
な
っ
た
。
冬
の
間
は
外
に

出
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
る
が
、
楽
し

い
外
出
が
で
き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

※

次
回
の
開
催
は
２
月
２０
日
で
す
。

詳
し
く
は
１２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　１２
月
１９
日
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
事
業
「
お
出
か
け
す
っ

ぺ
」
を
開
催
し
、
２０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
閉
じ
こ
も
り
に
な
り

や
す
い
冬
期
間
に
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

地
域
の
方
と
の
交
流
と
買
い
物
や
温
泉

利
用
な
ど
を
通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
町
の
バ
ス
に

乗
っ
て
お
出
か
け
。
舟
形
若
あ
ゆ
温
泉

で
は
、
健
康
サ
ロ
ン
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
代

表

　渡
邉
彩
加
さ
ん
）
か
ら
「
自
宅
で

で
き
る
体
操
」
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

児
童
た
ち
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト

田
苗
光
代
さ
ん 

図
書
寄
贈

大
日
本
農
会
農
事
功
績
表
彰

長
澤
光
芳
さ
ん  

緑
白
綬
有
功
章

　１２
月
２２
日
、
田
苗
光
代
さ
ん
（
幅
出

身
、
山
形
市
）
か
ら
舟
形
小
学
校
の
児

童
た
ち
が
読
み
た
い
図
書
３２
冊
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
、
図
書
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
充
実
し
た
読
書
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
ぬ

ま
の
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え
」
や

「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
な
ど
の
図
書
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　図
書
委
員
長
の
奥
山
皐
さ
ん
（
６
年
）

は
、「
私
が
大
好
き
な
図
書
も
た
く
さ

ん
い
た
だ
い
た
の
で
、
児
童
の
み
な
さ

ん
に
も
お
す
す
め
し
て
、
読
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

　有
限
会
社
舟
形
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
代

表
取
締
役
を
務
め
る
長
澤
光
芳
さ
ん

（
経
壇
原
）
が
令
和
５
年
度
公
益
社
団

法
人
大
日
本
農
会
農
事
功
績
表
彰
で
緑

白
綬
有
功
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
長
澤

さ
ん
は
、
徹
底
し
た
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

の
品
質
管
理
と
安
定
生
産
に
努
め
た
ほ

か
、
６
次
産
業
化
に
も
積
極
的
に
取
組

み
、
加
工
施
設
や
産
直
レ
ス
ト
ラ
ン
を

導
入
す
る
な
ど
、
多
彩
な
商
品
開
発
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　緑
白
綬
有
功
章
は
、
農
事
改
良
の
奨

励
ま
た
は
実
行
上
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
、

地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
な

ど
に
贈
ら
れ
ま
す
。

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
が

決
ま
る

認
定
農
業
者
協
議
会

町
の
農
業
振
興
に
向
け
て

　１２
月
２５
日
、
選
挙
に
関
す
る
事
務
や

直
接
請
求
に
関
す
る
事
務
な
ど
を
管
理

す
る
舟
形
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が

新
た
に
決
ま
り
、
当
選
証
書
附
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
次
の
方
々
が
委
員
と

な
り
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

【
委
員
】

　澤
内
修
一
さ
ん
（
委
員
長
）、

　叶
内
安
繁
さ
ん
（
職
務
代
理
者
）、

　井
上
万
良
さ
ん
、
阿
部
孝
行
さ
ん

【
補
充
員
】

　伊
藤
義
範
さ
ん
、
東
海
林
幸
雄
さ
ん
、

　星
川
雄
治
さ
ん
、
高
橋
亨
さ
ん

　１２
月
１４
日
、
舟
形
町
認
定
農
業
者
協

議
会
（
会
長

　早
坂
守
さ
ん
）
よ
り
町

長
へ
園
芸
拡
大
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業

や
種
子
助
成
の
継
続
な
ど
、
町
の
農
業

振
興
を
目
的
と
し
た
７
つ
の
要
望
事
項

を
記
載
し
た
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。　ま

た
、
１５
日
に
は
同
協
議
会
の
主
催

す
る
農
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
農
業

関
係
団
体
や
認
定
農
業
者
な
ど
あ
わ
せ

て
３０
名
が
参
加
し
、
税
理
士
法
人
プ
ロ

ゲ
ー
ト
代
表
の
坂
川
達
志
氏
を
講
師
に

迎
え
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
に
つ
い
て

の
講
習
会
や
、
農
業
関
係
団
体
と
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
国
川（
塞
ノ
神
）を
愛
す
る

会
（
代
表
　
叶
内
安
繁
さ
ん
）

に
、
山
形
県
県
土
づ
く
り
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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まちづくり課 企画調整係
☎（32）0104

まちの話題、疑問、質問、提言、意見のほか、会員募集やイラストなど何
でも結構です。広報紙上でできるだけ紹介します。

kikakupr@town.funagata.yamagata.jp

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
体
形
の
変
化
」

　最
近
、
体
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
体
重
が
増
加
し
た
こ
と
で

す
。
舟
形
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
か
ら
、

最
初
の
う
ち
は
体
形
を
キ
ー
プ
で
き
て
い

た
の
で
す
が
、
町
の
食
べ
物
が
お
い
し
く

て
つ
い
つ
い
た
く
さ
ん
食
べ
て
し
ま
い
、

体
重
が
４
キ
ロ
も
増
え
て
い
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
雪
か
き
を
行
う
こ
と
に
な
る

の
で
、
今
の
う
ち
に
蓄
え
て
お
く
の
も
い

い
か
な
？
な
ん
て
思
い
つ
つ
も
、
運
動
し

な
い
と
い
け
な
い
な
！
と
思
う
今
日
こ
の

ご
ろ
で
す
。

「
保
存
食
と
正
月
準
備
」

　こ
れ
か
ら
の
時
期
、
漬
物
な
ど
の
保
存

食
作
り
を
さ
れ
る
ご
家
庭
も
多
い
と
聞
き
、

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
材

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ご
家
庭
で
は
、
赤

カ
ブ
の
漬
物
、
玄
米
漬
け
、
キ
ク
ラ
ゲ
と

大
根
、
に
ん
じ
ん
の
漬
物
な
ど
を
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。「
舟
形
町
は
雪
が
多
く
降
る

か
ら
、
何
で
も
自
分
で
で
き
な
い
と
生
活

が
で
き
な
い
ぞ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま

し
た
。
漬
物
は
、
た
だ
お
い
し
く
食
べ
る

だ
け
の
お
か
ず
で
は
な
く
、
雪
深
い
舟
形

町
な
ら
で
は
の
生
活
の
知
恵
だ
っ
た
の
で

す
ね
。

　ま
た
、
鮎
の
昆
布
巻
き
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
ま
で
食
べ
て
き
た
昆
布
巻
き
は

ニ
シ
ン
が
主
だ
っ
た
の
で
、
鮎
が
と
れ
る

舟
形
町
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
料
理
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　冬
の
舟
形
町
で
、
今
月
も
新
た
な
発
見

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

 

佐
藤

　浩
二

▼
問
い
合
わ
せ
／

　舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
支
援
係

　☎
（
３２
）
０
１
０
４

〜
地
域
お
こ
し
協
力
隊
コ
ラ
ム
〜

舟
形
見
聞
録第10

話

インスタグラムは
こちら

【問い合わせQR】

▼問い合わせ／舟形町住民税務課生活安全係　☎（３２）０１５５

　最上地区交通安全協会では、次の優良運転者の方を令和６年春に表彰しますので、規定に該当する
方は、申請してください。
▼各賞の表彰規定／『ダイヤモンド賞』30年以上無事故無違反者、『金賞』20年以上無事故無違反者
▼申請に必要なもの／・申請書（舟形町住民税務課生活安全係に準備しています）
　　　　　　　　　　・無事故無違反証明書交付手数料400円・運転免許証の写し・印鑑
▼申請先／舟形町住民税務課生活安全係
▼〆　切／２月９日（金）
▼相談先／最上地区交通安全協会舟形支部理事

最上地区交通安全協会「優良運転者表彰」
舟形町教育振興修学資金修学生を募集します

　町では、将来を担う人材を育成するとともに教育の機会均等に寄与することを目的として、「舟形町教育振
興修学資金」の貸付を行なっています。令和６年度における貸付を希望される方は申込みください。
▼募集人員／新規１０名程度
▼貸付対象／次のすべてに該当する方
   ○ 令和６年４月１日現在、次のいずれかに入学予定または在学中であること。
　　・学校教育法に規定する大学または短期大学
　　・専修学校またはこれに相当すると認められる学校
　　　（ただし、大学受験のための予備校、公務員試験受験のための学校をのぞく）
　○ 舟形町に住所を有する方の子弟
　○ 品行が正しく、学術に優れていること
▼貸付制度概要
　○ 貸付額／月額５万円以内
　○ 貸付期間／令和６年４月～最終学年の終期
　○ 利子／無利子
　○ 貸付の方法／毎月１月分を指定する日に貸付（＊ただし、４月と５月分は５月の振込み）
　○ 返還方法／貸付終了から1年経過した後、大学は8年以内、短期大学およびその他の学校は5年以内に返還
▼申請手続き／舟形町教育振興修学資金貸付申請書に保証人２名を付し、次の書類を添えて提出
　○ 保護者と修学生の親子関係がわかる証明書（戸籍抄本等）
　○ 保証人２名の方の所得証明書、納税証明書、印鑑証明書など
　　 ※保証人の要件：父母等の保護者１名と家族以外で独立の生計を営む方１名
　○ 貸付申込期間確認票
▼申込み期間／２月２６日（月）～３月１５日（金）
▼その他／申請手続きの詳細は、町ホームページでも確認できます。
▼申込み・問い合わせ／舟形町教育課学事係　☎（３２）２３７９　

　
閉
じ
こ
も
り
に
な
り
や
す
い
冬
期
間
に
支

援
を
行
い
、
地
域
の
方
と
の
交
流
や
買
い
物

な
ど
を
通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
日
　時
／
２
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
対
象
者
／

　
・
概
ね
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
方
。

　
・
バ
ス
の
乗
降
や
買
い
物
、
温
泉
利
用
等
、

　
　
自
分
で
身
の
回
り
の
こ
と
が
で
き
る
方
。

▼
内
　容
／

　
・
最
上
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
講
演
と

　
　
温
泉
施
設
利
用
（
午
前
）

　
・
新
庄
市
へ
買
い
物
（
午
後
）

▼
参
加
費
／
３
０
０
円

▼
〆
　切
／
２
月
13
日
（
火
）

▼
そ
の
他
／

　
・
最
寄
り
の
旧
バ
ス
停
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

　
・
温
泉
を
利
用
す
る
際
に
必
要
な
も
の
を

　
　
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　
　
舟
形
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　☎（
32
）０
６
９
０

高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り
事
業

「
お
出
か
け
す
っ
ぺ
」

お知らせ

舟形町のおいしい漬物

初めて見た除雪機による除雪

石川　啓一（　　野　　）

伊藤　貴大（　　幅　　）

八鍬　　進（長　　尾）

伊藤　　健（内　　山）

大場　静雄（長沢第１）

伊藤　　隆（長沢第２）

叶内　一雄（長沢第２）

髙橋　正之（長沢第３）

高橋　昭則（経　壇　原）

伊藤　　勉（大　　平）

沼澤　重成（一　の　関）

安食　正男（舟形第１）

小野寺新一（舟形第２）

沼澤　圭治（舟形第２）

野

幅

長　　尾

内　　山

長沢第１

長沢第２

長沢第３

経　壇　原

大平・鼠沢

一　の　関

舟形第１

舟形第２

担当地区 　  氏　名 　（ 町  内 ）

伊藤　良樹（舟形第３）

古川　　誠（舟形第３）

星川　廣美（舟形第４）
髙橋　志朗（舟形第４）

横瀬　　登（紫　　山）

沼澤　則夫（向　　山）

芳賀　繁美（沖　の　原）

沼沢　正之（西　　堀）

生駒　雄司（西　　堀）

志村　　強（木　　友）

小國　秀直（長　者　原）

相馬　静夫（長　者　原）

奥山　靜雄（福　寿　野）

中島　辰一（馬　　形）

舟形第３

舟形第４

紫　　山

向　　山

沖　の　原

西　　堀

木　　友

小松･長者原

福寿野・馬形

担当地区 　  氏　名 　（ 町  内 ）

八鍬　照光（富　田　１）

山科　忠昭（富　田　２）

庄司　一明（太　　折）

安　　忠治（瀬　　脇）
斉藤喜久男（堀　　内）

門𦚰　　悟（実　栗　屋）

東海林幸雄（洲　　崎）

小野　正敏（真　木　野）

越前　榮一（新　　堀）

斉藤　忠男（西　　又）

富　田　１

富　田　２

太　　折

瀬脇・堀内

実　栗　屋

洲崎・横山

真木野･新堀

西又･松橋

担当地区 　  氏　名 　（ 町  内 ）
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新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

おせちのみんなあつまって！
作・絵／真珠まりこ

図書室にない本も
借りることができます
お探しの本がない場合、
中央公民館をとおして山
形県立図書館の資料を借
りることができます。詳
しくは中央公民館にご相
談ください。

町中央公民館図書館
蔵書数 9,496冊
（令和５年12月時点）

　「
み
ん
な
あ
つ
ま
っ
て
！
」
か
ま
ぼ
こ
さ
ん
が
呼
ん

で
い
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
と
一
緒

に
、
お
せ
ち
の
種
類
を
学
べ
る
絵
本
で
す
。

　
大
寒
の
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
鶏
が
産
ん
だ
卵
は
、

「
大
寒
卵
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
冬
前
に
え
さ
を

た
く
さ
ん
食
べ
て
栄
養
を
蓄
え
る
た
め
、
栄
養
価
が

高
く
滋
養
が
あ
る
、
金
運
上
昇
の
縁
起
物
で
す
。　

　
旬
の
食
材
は
卵
。
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
類
を

多
く
含
む
完
全
栄
養
食
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
食
育
・
地
産
地
消
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）０
９
４
７

２
月
の
食
育
・
地
産
地
消
デ
ー
は
２
月
17
日（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）２
３
７
９

こ
の
事
業
は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
い
ま
す

大
寒
１
月
20
日
〜
２
月
３
日

だ
い
か
ん

一
年
で
最
も
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
ろ
。

第21話

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
コ
チ
ラ

▼
現
在
の
職
業
は
？ 

　
大
学
生

▼
自
分
を
一
言
で
言
う
と
？

　
気
分
屋

▼
夢
は
？

　
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士

▼
趣
味
は
？ 

　
お
い
し
い
ご
飯
屋
さ
ん
を
見
つ
け
る
こ
と

▼
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
？ 

　
空
気
が
キ
レ
イ
な
と
こ
ろ

▼
10
年
後
の
舟
形
町
は
？ 

　
今
と
変
わ
ら
ず
、
自
然
が
豊
か
な
町
。

▼
尊
敬
す
る
人 

　
両
親

▼
祝
賀
式
を
迎
え
て
一
言

　
良
識
を
持
っ
た
大
人
に
な
り
ま
す

小
谷  

春
菜
さ
ん
（
洲
崎
）

は
る 

な

こ 

た
に

男
女
計
世帯

人口と世帯（12/31現在）
：2,336人
：2,435人
：4,771人
：1,827世帯

（－4）
（－7）
（－11）
（±0）

男
女
計

選挙人名簿登録者数（12/1現在）
：2,057人
：2,146人
：4,203人

（  ）は前月比

Ｖol.21

二
十
歳
の
祝
賀
式
を
迎
え
ま
し
た
！

２月の納期
●国民健康保険税　第５期
●後期高齢者医療保険料　第５期

※2月29日（木）まで忘れずに納付しましょう。

○11月のタバコ税は1,803,103円
○２月の舟形若あゆ温泉の休館日は14日（水）

に
っ
ぽ
ん
い
ち

　頭
と
目
を
鍛
え
、
進
み
た
い
道
へ
自
由
に
歩
き
だ
す

た
め
の
「
本
の
読
み
方
」
を
伝
授
。
な
ぜ
本
を
読
む
の

か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。

卵 

酒
●
材
料
（
２
人
分
）

卵　
　
　
　
　
　
　
　
２
個

砂
糖　
　
　
大
さ
じ
２
〜
３

　
　
　
　
　  

（
お
好
み
で
）

日
本
酒　
　
　
　
１
８
０
ml

牛
乳
ま
た
は
豆
乳
１
８
０
ml

●
作
り
方

①
卵
を
泡
立
て
器
で
、
少
し
泡
立
つ
く
ら
い
ま
で
し

　
っ
か
り
混
ぜ
る
。

②
泡
立
て
た
卵
に
砂
糖
を
入
れ
て
混
ぜ
る
。

③
日
本
酒
に
牛
乳
ま
た
は
豆
乳
を
入
れ
、
沸
騰
す
る

　
手
前
ま
で
温
め
る
。

④
②
に
③
を
注
ぐ
。
急
に
注
ぐ
と
卵
が
固
ま
っ
て
し

　
ま
う
の
で
、
混
ぜ
な
が
ら
少
し
ず
つ
注
ぐ
。

未来のきみを変える読書術
　─なぜ本を読むのか？
著／苫野一徳

　
森
町
（
北
海
道
）
で
は
、
中
国
政
府
が
日
本
産

水
産
物
の
輸
入
を
全
面
的
に
停
止
し
た
こ
と
に
よ

り
影
響
を
受
け
て
い
る
水
産
加
工
・
流
通
業
者
か

ら
ホ
タ
テ
を
買
い
取
り
、
全
国
の
学
校
給
食
に
無

償
提
供
す
る
取
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
舟
形
町
で
も
無
償
提
供
を
希
望
し
、
12
月
13
日

に
小
・
中
学
校
で
「
ホ
タ
テ
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
焼

き
」、
20
日
に
舟
形
ほ
ほ
え
み
保
育
園
で
「
ホ
タ

テ
と
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
カ
レ
ー
」
と
し
て
子
ど

も
た
ち
に
提
供
し
ま
し
た
。
普
段
は
な
か
な
か
食

べ
ら
れ
な
い
、
新
鮮
で
と
て
も
お
い
し
い
ホ
タ
テ

の
味
に
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

12月20日（水）
の給食

※メニューは舟形ほほえみ保育園で提供したものです。

（森町産ホタテ、
　舟形産マッシュルーム使用） （舟形産ねぎ使用）

野菜スープ

りんご
ホタテと
マッシュルーム
のカレー

己
が
肌
を
刺
す
ご
と
き
あ
ゆ
み
行
く
歩
調

落
と
さ
ぬ
よ
う
に
今
朝
ゆ
く
路
地
の
冷
え
の
感
触

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　和

　夫
（
西

　
　堀
）

　
千
風
会
【
新
春
を
寿
ぐ
】

し
め
縄
や
氏
神
さ
ま
を
迎
へ
入
れ

子
孫
ら
の
健
康
わ
れ
た
だ
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　渡

　辺

　幸

　子
（
紫

　
　山
）

身
を
崩
し
治
療
二
十
日
間
過
去
あ
ら
た
め

夢
あ
ら
た
か
に
新
春
を
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　勝

　広
（
舟
形
第
四
）

お
正
月
孫
・
子
揃
ひ
和
気
藹
藹

至
上
の
幸
せ
未
来
へ
満
つ
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　弘

　子
（
新
　庄
　市
）

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
「
辰
の
ぬ
ゐ
ぐ
る
み
」
作
り

年
神
さ
ま
に
捧
げ
孫
に
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　畠

　山

　ひ
ろ
み
（
木

　
　友
）

ち
り
め
ん
の
「
辰
の
置
物
」
鎮
座
す
る

孫
の
土
産
は
新
春
を
寿
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　小

　野

　光

　子
（
真
　木
　野
）

元
朝
の
太
陽
は
燦
々
と
女
童
つ
つ
み

絹
衣
は
未
来
へ
命
育
く
む

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

初
詣
受
験
の
女
孫
お
も
ひ
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　小

　野

　光

　風
（
光
子
）（
真
　木
　野
）

山
脈
眠
り
ひ
び
く
産
声
オ
ル
ゴ
オ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
千
岳
）（
舟
形
第
四
）

短

　歌

翌
年
の
安
堵
願
い
て
日
記
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　孝

　子
（
舟
形
第
二
）

着
ぶ
く
れ
て
肩
こ
り
ほ
ぐ
す
右
左

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　大

　場

　小
夜
子
（
内

　
　山
）

烏
瓜
電
飾
の
ご
と
四
五
十
個

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　佐

　藤

　昭

　子
（
長
沢
第
一
）

細
き
腕
介
護
の
日
々
や
冬
ざ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　柏

　木

　伸

　子
（
長
沢
第
三
）

儚
な
き
や
夢
ま
ぼ
ろ
し
か
冬
の
虹

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　髙

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

友
の
住
む
空
き
家
に
な
り
し
雪
の
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　真

　見

　七

　生
（
舟
形
第
四
）

年
新
幸
と
福
と
の
揃
い
踏
み

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　永

　沢

　幸

　男
（
光
　生
　園
）

商
店
に
人
々
集
う
福
引
所

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　伊

　藤

　貴

　子
（
光
　生
　園
）

元
日
に
飛
龍
雲
見
た
僕
は
見
た

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　五

　島

　
　
　健
（
光
　生
　園
）

白
さ
ぎ
の
飛
ぶ
姿
を
見
風
情
を

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　岸

　
　
　麻
理
子
（
光
　生
　園
）

除
夜
の
鐘
煩
悩
払
い
福
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　奥

　山

　早
知
子
（
光
　生
　園
）

待
望
の
初
夢
な
れ
ど
瀧
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興

　
　
　珠

　子
（

　　野
　

　）

　当
季
三
つ
物
回
文
連
句

仲
仕
わ
で
初
旅
立
つ
は
出
羽
路
か
な

　目
地
張
り
伸
び
た
旅
乗
り
初
め

テ
レ
サ
イ
ト
読
み
初
め
ぞ
見
よ
問
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　北
陽
社

　
　井

　上

　玲

　虹
（

　　野
　

　）

※

回
文
と
は
、
上
か
ら
読
ん
で
も
下
か
ら
読
ん
で
も
同
じ
言
葉
に
な
る
文
句
で
す
。

　付
合
句

外
向
き
の
わ
た
し
を
脱
い
で
初
湯
宿

　

 

興

　
　桃
月
（

　野

　）

　果
報
に
浸
る
旅
初
め
の
日
は

　
　
　

 

井
上

　玲
虹
（

　野

　）

俳

　句

こ

こ

こ

ひ

あ

　こ

や

　ま

め
ま
ご

は
ぐ

す
ず
し

あ
い
あ
い

こ
と
ほ

た
る
み

ナ
カ 

ジ

　ワ  

デ 

ハ
ツ
タ
ビ  

タ  

ツ  

ハ

　デ  

ワ  

ジ

　カ

　ナ

　
　

 

メ

　ジ  

ハ

　リ  

ノ  

ビ

　タ 

タ
ビ 

ノ

　リ 

ハ
ジ 

メ

 

テ

　レ

　サ

　イ

　ト

　ヨ  

ミ

　ゾ  

メ

　ゾ  

ミ

　ヨ 

ト
イ 

サ

　レ

　テ
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２月の主な行事予定
立志式（舟形中学校）

教育功労者表彰式
　　　　　（中央公民館）
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２日

13日

17日

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
広
報
ふ
な
が
た

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

み
な
さ
ん
は
初
詣
に
い
か
れ
ま

し
た
か
。
私
は
堀
内
地
区
の
伊
豆

神
社
に
参
拝
し
、
本
年
を
迎
え
ま

し
た
。
神
社
に
向
か
う
際
、
堀
内

橋
の
工
事
現
場
が
年
を
越
す
間
も

煌
々
と
明
る
く
、
工
事
の
忙
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　そ
の
日
の
夕
方
、
能
登
半
島
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
現
在
も
苦

し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
方
が
多
く
い
ま
す
。
町
で
は
募

金
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
一
刻

も
早
い
復
興
を
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

（
ゆ
う
）

あ
と
が
き

　１２
月
、
し
め
飾
り
づ
く
り
が
町
内
各

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
し
め
飾
り
は
、

お
正
月
に
家
の
中
に
歳
神
様
を
お
迎
え

す
る
際
に
邪
気
や
厄
災
な
ど
が
入
っ
て

こ
な
い
よ
う
に
す
る
お
守
り
の
役
割
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
は
合
計
８７
名
の
参
加
が
あ
り
、

「
長
沢
わ
ら
細
工
愛
好
会
」
（
代
表

　

八
鍬
朝
吉
さ
ん
）
を
講
師
に
迎
え
、
辰

年
に
ち
な
ん
で
、
力
が
み
な
ぎ
り
活
気

づ
く
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
込

め
て
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
お
正
月
の
松
の
内
が
過
ぎ
た

こ
ろ
に
は
、
各
町
内
で
実
施
し
て
い
る

御
柴
灯
で
、
正
月
に
飾
っ
た
し
め
飾
り

や
古
く
な
っ
た
お
守
り
な
ど
と
一
緒
に

お
焚
き
上
げ
を
行
い
、
無
病
息
災
や
家

内
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　長
沢
わ
ら
細
工
愛
好
会
で
は
、
毎
週

火
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
わ
ら
細
工
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も

大
歓
迎
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　☎
（
３２
）
１
８
８
０

新年の無病息災を祈願して

しめ飾りづくり講座

こ
う
こ
う

た


